


セイでタイプを特定できなかったホスト株も含めて，ク

ロスアッセイを行った。なお，ここでのクロスアッセイ

では，ウィルス液を順次 10 倍希釈して接種することで，

ホストの反応性を定量的に評価した。 

2. 野外におけるヘテロカプサのウィルス感染状況 

1) ヘテロカプサ株のウィルス感染率の推定 

 ヘテロカプサが出現した 6 月 15 日～12 月 7 日にかけ

て，各調査日にヘテロカプサを 20 細胞ずつ単離培養し，

その後の増殖の状況を，増殖良好，増殖不良，増殖せず，

の 3 つに区分して，その比率を調査した。また，増殖不

良の原因を追究するため，増殖不良株の中からいくつか

の株を選抜し，その培養液を異なるポアサイズのメンブ

レンフィルターで濾過してヘテロカプサ株に接種し，殺

藻因子の検出およびサイズの推定を試みた。 

2) ヘテロカプサ株のウィルス感受性試験 

前項で増殖が良好であったヘテロカプサ株に，V644

株（CY），V34 株（UA），V20A06 株（06）の 3 タイプの

ウィルスを接種してウィルスに対する感受性を調べた。 

3. ヘテロカプサへのウィルス接種効果 

1) ウィルス感染密度試験 

 ヘテロカプサ密度を 10,000 cells/ml，1,000 cells/ml，100 

cells/ml， 10cells/ml， 1cells/ml，ウィルス接種濃度を

30,000titer/ml，3,000titer/ml，300titer/ml，30titer/ml，3titer/ml

に設定し，各組み合わせにおけるヘテロカプサの増殖抑

制効果を調査した。培養は 10ml の 3 本立てとし，温度

25℃，明暗周期は明期 12 時間，暗期 12 時間で行った。

なお，増殖抑制効果は，それぞれのヘテロカプサ密度区

に設定した対照区（ウィルス非接種）に対する細胞密度

比（％）で示した。 

2) 現場発生個体群に対するウィルス接種試験 

 7 月 7 日に図 1 に示す St.2 の 4m 層から採水した海水

（ヘテロカプサ密度 3,920cells/ml）に濾過海水を加えて，

試水のヘテロカプサ密度を 500cells/ml に調整した。その

試水を三角フラスコに 200ml 入れ，SWM3 培地と同等の

組成となるように栄養塩を添加した後，ウィルス混合液

（CY と UA）およびウィルスを含む底泥濾液を接種して，

ヘテロカプサに対する殺藻効果を調査した。対照区には，

ウィルス液と同量のヘテロカプサの培養濾液を接種した。

各区 2 本立てとし，培養温度は現場水温である 26.2℃，

明暗周期は明期 12 時間，暗期 12 時間に設定して 7 日間

培養し，ヘテロカプサの細胞密度の変化を調査すると共

に，培養開始時と培養終了時にウィルス密度の変化を調

査した。なお，ウィルス接種濃度は，ウィルス液接種区

ではCYタイプが 51,000titer/ml，UAタイプが 190 titer/ml，

底泥濾液接種区では CY タイプが 51titer/ml，UA タイプ

が 51titer/ml，06 タイプが 23titer/ml であった。 

4. ウィルス含有底泥の保存方法の検討 

1) ウィルス含有底泥の保存試験 

 平成 20 年 9 月 2 日に採取した底泥を 10℃，4℃，-30℃

で保存し，保存前および保存 3 ヶ月後，6 ヶ月後，9 ヶ月

後，12 ヶ月後に，それぞれ MPN 法によってウィルス力

価を調査した。 
 

結果および考察 

1. 野外におけるヘテロカプサおよび殺藻ウィルスの出

現状況 

1) 海況およびヘテロカプサ出現状況調査 

 ヘテロカプサは 6 月 1 日に St.2 で 初に確認され，そ

の後増加して 7 月上旬～中旬に 100cells/ml 以上に達した。

7 月 21 日には細胞密度が一旦低下したが，翌週 7 月 27

日には再び 100cells/ml 以上となった。8 月 10 日以降，一

旦出現が確認されなくなったものの，9 月 7 日から再び

確認されるようになり，12 月 7 日まで低密度ながら出現

が継続した。ヘテロカプサが減少した 7 月下旬には

Prorocentrum dentatum（以下プロロセントラム）が

1,000cells/ml を超える高密度となった。7 月中旬に湾奥部

の底層において，水温の低下，塩分の上昇，溶存酸素の

回復など，湾外水の底層への浸入によると考えられる変

化が認められた。このことがヘテロカプサからプロロセ

ントラムへの種交替の引き金になった可能性がある。8

月は珪藻の増殖や大規模な伊勢湾系の低塩分水の浸入な

どがあり，ヘテロカプサの増殖には不適な環境であった

と考えられる。 

2) ヘテロカプサ殺藻ウィルス出現動態調査 

 St.1 における殺藻ウィルスは水中ではヘテロカプサ出

現から 1 ヶ月遅れて 7 月上旬から検出された（図 2）。

水中のウィルスは 7 月中旬に急激に増加し 103titer/ml に

達したものの，その後急激に減少し，9 月以降 101titer/ml

以下で増減しながら 11 月以降検出されなくなった。今年

度はウィルスを 4 タイプに区分して測定したが，全期間

を通じて UA タイプが優占し，CY タイプと 06 タイプ

（05HC06 ヘテロカプサ株を殺藻）の出現は少なく，昨

年のような優占タイプの交替は見られなかった。A23

（H20A23 ヘテロカプサ株を殺藻）タイプについては 7

月下旬以降測定を開始したが，水中からは全く検出され

なかった。また，水中ウィルス密度は昨年同様全般に表

層より底層で高い傾向にあった。一方，底泥中のウィル

スは昨年度から引き続いて検出され，水中と同様 7 月中

旬に著しく増加した。その後ウィルス密度は徐々に減少

したものの，水中のウィルスが消滅した冬季においても

出現し続けた。底泥中ウィルスのタイプは水中同様 UA

タイプが優占し，次いで CY タイプ，06 タイプの順で出

現し，UA および 06 タイプは冬季にも 101～100titer/w.g 










